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研究概要 

2011 年の震災で、世界中から集められた様々な情報がいろいろな

場面で役立ちました。それには、Twitter や Wikipedia に代表される

ような仕組みによって、私たち一人一人が情報を発信できるようにな

り、その情報や知識の大規模な集積も可能となったことが大きな役割

を果たしました。一方で、そうした地球規模でのモノや情報のやりと

りを通じて、必要な人に必要なものが届くようにしながらも、ずるい

人や嘘をつく人たちが幅を利かせてしまうことがないような社会の

仕組みを実現する重要性に気づかされました。 

私は、こうした場面に役立つ技術、エージェントと呼ばれる自律的

なソフトウェアの研究を進めてきました。我々を日々支える便利なソ

フトウェアを作る技術としてだけでなく、それらの自律的なソフトウ

ェアが人間に代わって様々な振る舞いをする様子を観察することで、

社会の仕組み作りをどのようにしていったらよいのかを考えていき

ます。 

 

メッセージ 

「ネット社会における究極の人工知能システムを作る」ということを、研究を始めた当初には目標にしてい

ました。でも、震災を契機に、私たちがこれまでに気づいてきたいろいろな技術の限界や問題点をあらためて

みつめる必要性に気づかされました。コンピュータがどんなに賢くなっても、それらが世界中でつながっても、

人が世の中の主役であることは変わらないと思います。だからこそ、適切な技術の手助けによって、今まで以

上にみんなの力が上手に発揮できるように、それがきちんと報われるようにできると思っています。みんなが

幸せになれるような社会を自然と実現していけるような仕組みや方法を、高度なソフトウェアの力も借りなが

ら作る。そうした目的に役立つような、高度なソフトウェア技術実現に向けた研究を、続けていきたいと思っ

ています。 
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